
○ふくしまSDGｓ推進フォーラムが開催されました ○水環境活動団体によるZOOM懇談会が始まりました

○メンテナンス大賞優秀賞を受賞 ○第14回全国源流サミットin福島県塙町

○流域水循環協議会研修会を開催しました ○各種ご案内

「水環境ニュース」では、県内各地で取り組まれている水環境活動など、水環境に関する情報を発信しています。

今号の記事内容

第２号

最優秀賞「静寂」齋藤俊典

優秀賞「まもなく北帰行」木田敦男 優秀賞「歴史への入口」吉田政孝

福島県
「水との共生」
プラン

猪苗代湖・裏磐梯湖沼フォトコンテスト入賞作品



福島大学川越先生

Mail:Kawagoe@sss.fukushima-u.ac.jp

または、福島県復興・総合計画課

Mail:tochi_mizu@pref.fukushima.lg.jp

ふくしまSDGs推進フォーラムが１月２０
日にビッグパレット福島で開催され、SDGs
の達成に向け、パネルディスカッションや事
例発表、参加者交流会などが行われました。

水環境などを研究テーマにされている福島
大学環境システム研究室による発表やワーク
ショップ、また、県内の水環境団体の皆様に
もご参加をいただきました。

【第1回懇談会の概要 ZOOM懇談会のグラフィックレコーディング株式会社たがやす 笹本さん 提供】

参加者募集中！です。

ご希望の方は下記までご連絡くだ
さい。

Q.どうして始まったの？

水環境活動団体の活動や、
流域ネットワークづくりに
向けたプラットフォームの
構想についてパネル展示や
説明を行いました。

〇参加者交流会〇福島大学 川越教授による取組発表

〇福島大学環境システム研究室によるワークショップ

流域を一体で考えて連携
していくためには、お互
いに、水環境を「知っ
て」「見て」「触る」、
更に「考える」ことが必
要で、そのためのツール
としての流域ネットワー
クの開発の取組について
発表していただきました。

ふくしまSDGｓプラットフォーム会員募集中

プラットフォームについての詳し
い内容やお問合せはこちらまで
福島県復興・総合計画課

TEL:024-521-7109
Mail:sougoukeikaku@pref.fukus
hima.lg.jp

内堀知事、有識者の
方々と取組団体の事
例発表者らが意見交
換を行い、SDGｓの
達成に向け取組を一
歩づつ着実に進める
よう呼びかけました。

Q.いつやっているの？

Q.どんな人が参加しているの？

Q.これまでどんな話し合いがされたの？

A.福島大学の川越先生が、流域関係者の一体化や
団体が抱える後継者不足などの解決に向けて自由
に意見交換のできる場を作ることを目的として始
まりました。

A.これまで１１月と１月に開催され、2か月に1回
程度のペースで、平日の19:30～21:00の時間帯
で開催しています。（次回３月開催予定）

A.昨年、石川町で開催された福島県水環境団体交
流会（さらさら）に参加した方々を中心に１０名
程度で開催されています。水環境に関心のある方
であればどなたでも参加できます。

A.主な内容は以下のとおりです。
・河川に興味のある学生を集めるため にどうするか
・水環境団体の活動を紹介するプラットフォームの作成について
・ふくしまSDG推進フォーラムでの発表や出展について
・河川の上流から下流までの映像の作成について

スマホでも参加できます！

〇パネルディスカッション

ふくしまSDGs推進フォーラムが開催されました

ふくしまSDGｓ推進
プラットフォームは
こちら👇

水環境活動団体によるZOOM懇談会が始まりました

フォーラムに参加
いただいた水環境
団体の方々にも交
流会に参加してい
ただき、異業種の
方々と意見交換を
とおして交流を深
めました。

tel:024-521-7109


インフラメンテナンス大賞優秀賞をNPO法人会津阿賀川流域ネットワークが受賞

第14回全国源流サミットin福島県塙町 検索【ホームページの検索は】 全国源流サミット

国土交通省HPより
左から 佐 藤 信一 事務局長

石 田 明夫 理事長
五月女 有良 県企画調整部長

石田理事長、佐藤事務局長が
県庁を訪問され、五月女企画調
整部長に受賞の報告をしていた
だきました。

石田理事長は「地域住民の防
災意識や水環境保全の意識を高
められるよう、今後も努力して
いく」と、意気込みを語ってく
れました。

NPO法人会津阿賀川流域ネッ
トワークでは、永年、地域と協
働した住民参加による堤防管理
や除草作業などの取組を実践す
るとともに、河川に関連した学
習事業などにも発展させている
功績が認められ、第７回インフ
ラメンテナンス大賞の優秀賞を
令和６年１月に受賞されました。

※インフラメンテナンス大賞は、日本国
内のインフラメンテナンスに係る優れ取
組や技術開発を表彰し、好事例として広
く紹介することで、インフラメンテナン
スの理念の普及を図ることを目的に、平
成２９年から実施。国土交通省など関係
８省庁の主催.

第14回全国源流サミットが令和5年10月13
日に塙町で開催されました。全国源流の郷協議会
に加盟する30市町村の首長をはじめ、一般参加
者約１５０名が参加しました。

今年度は、「源流を守り国土保全を推進するた
めに」をテーマに、源流域周辺の自然を守り次世
代にどう引き継いでいくかなどの議論がなされる
など、各自治体の現状や問題点について話し合わ
れました。
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流域水循環協議会研修会を開催しました

★各種ご案内★

検索

【ホームページの検索は】
福島県 水との共生出前講座

福島県では、豊かな水循環の保全と健全な水循環の継承に向け、県
内の様々な団体から、水環境活動等の企画を募集しています。こんな
ことをしてみたいけど資金がない、どうやれば良いのか分からないな
どのことがあれば、復興・総合計画課まで御相談ください。

県内の川や湖の水環境保全活動
などに取り組んでいる皆さんを支
援するため、学習したい内容や活
動の悩み解決などの要望に応じて、
集会や勉強会などに講師を派遣し
ています。
講師の派遣を希望される団体の

方は御連絡ください。

検索

令和６年２月１日（木）福島県環境創造センターにて、「流域治水」をテーマに研修会を実施し、健全
な水循環の持続的な形成や流域治水の取り組みについて学びました。

■研修会の実施内容
(１)基調講演
「健全な水循環の持続的な形成｣に
向けた活動の推進

福島大学共生システム理工学類
教授 川越清樹 氏

(２)取組事例発表
阿武隈川での流域治水の取り組み
（遊水池整備事業等）
国土交通省福島河川国道事務所
流域治水課長 秋田桜彩 氏

令和５年９月豪

雨(新川・宮川流

域)等、近年の気候

変動による影響に

ついて講話いただ

き、健全な水循環

を持続的に形成し

ていくことの大切

さを学びました。

令和元年東日本
台風による甚大
な被害を踏まえ
た新たな遊水池
群の整備や、阿
武隈川水系流域
治水プロジェク
トの取り組みに
ついて学びまし
た。

福島県 水環境活動企画提案


